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病院長あいさつ 

 近年、医療機関を取り巻く環境は大きく変化しています。少子高齢

化の進行に伴う医療需要の増加、医療人材の確保、医療費の増大、

さらには自然災害の激甚化など、医療を取り巻く社会課題は多様化

しています。こうした状況の中で、地域に必要とされる医療を安定的

に提供し続けることは、医療機関に課せられた重要な使命であると考

えています。 

 中部徳洲会病院は「生命だけは平等だ」という理念のもと、地域の

皆さまが安心して医療を受けられる環境を整え、地域医療の発展に

努めてまいりました。私たちは日々の診療を通じて人々の健康を守

るとともに、地域社会と共に歩む医療機関として、社会的責任を果たしていくことが求められていると感じ

ています。 

 そのため当院では、質の高い医療の提供や医療安全の推進に加え、地域医療への貢献、人材育成、そし

て環境に配慮した医療活動など、さまざまな取り組みを進めてまいりました。医療を取り巻く社会や環境が

変化する中で、これらの取り組みを継続し、より良い医療環境を未来へとつないでいくことが重要であると

考えています。 

 本報告書では、中部徳洲会病院が取り組んでいる活動の一部をご紹介しております。本書を通じて、当

院の取り組みをご理解いただくとともに、地域の皆さまや関係機関の皆さまと共に、より良い地域社会の実

現に向けて歩んでいく契機となれば幸いです。 

 今後も中部徳洲会病院は、地域に信頼される医療機関として、人々の健康と生活を守る医療を提供する

とともに、地域社会とともに持続的に発展していく医療の実現を目指してまいります。 
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 中部徳洲会病院は、地域の皆さまの生命と健康を守る医療機関として、日々の医療活動を通じて社会に

貢献することを使命としています。医療は単に病気を治療するだけでなく、人々の生活や地域社会を支え

る重要な役割を担っています。そのため、医療の質や安全性の向上に取り組むとともに、地域社会や環境

への配慮を含めた持続的な医療の実践が重要であると考えています。 

 当院では「生命を安心して預けられる病院」「健康と生活を守る病院」、そして「患者さまの権利と尊厳を

大切にする病院」という三つの理念を基盤とし、患者さま中心の医療の提供に努めています。患者さま一

人ひとりの価値観や意思を尊重しながら、安全で質の高い医療を提供することが、地域社会の信頼につな

がると考えています。 

 また、地域の中核病院として、救急医療をはじめとした急性期医療の提供に加え、地域の医療機関や関

係機関との連携を通じて、地域全体で人々の健康を支える医療体制の構築に取り組んでいます。さらに、

医療人材の育成や働きやすい職場環境の整備、医療資源の適切な活用などを通じて、将来にわたって安

定した医療提供が継続できる体制づくりを進めています。 

 沖縄の豊かな自然環境の中で医療を提供する病院として、環境への配慮も重要な取り組みの一つです。

当院では、エネルギーの効率的な利用や資源の適切な管理など、環境負荷の低減にも取り組みながら、地

域社会とともに持続的に発展する医療のあり方を追求しています。 

 本報告書では、当院が取り組んでいるさまざまな活動を通じて、地域社会や環境にどのように貢献して

いるのかをご紹介します。これからも中部徳洲会病院は、地域の皆さまに信頼される医療機関として、医療

の質の向上と社会への貢献を両立しながら、未来につながる医療の実現を目指してまいります。 

基本理念とビジョン 

「生命を安心して預けられる病院」 

「健康と生活を守る病院」 

「患者さまの権利と尊厳を大切にする病院」 

いつでも、どこでも、だれでもが 

最善の医療を受けられる社会をめざして 



 

 中部徳洲会病院では、地域医療の中核病院として高度医療の提供、医療人材の育成、地域医療連携を

通じて持続可能な社会の実現に取り組んでいます。 

 国連が掲げる SDGｓ（持続可能な開発目標）の 17 の目標のうち、当院の 2025 年の活動は主に次の 4

つの目標に関連しています。 

 

  

  

高度医療 

 

ロボット手術 

腹部ヘルニアセンター 

医療教育 

 

ICLS 救命教育 

看護師国試対策 

働きがい 

 

職場環境 

良く員活動 

まちづくり 

 

災害訓練 

防災体制 

  

これらの取り組みを通じて、地域の皆さまの健康と安心を守る医療を提供しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部徳洲会病院の SDGｓへの取り組み 



 

 

 

低侵襲医療による患者負担の軽減 

 中部徳洲会病院では、患者の身体的負担を軽減し、より安全で質の高い医療を提供するため、低新種医

療の導入と高度化を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県初の「腹部総合ヘルニアセンター」誕生！ 

腹部ヘルニアは、鼠径ヘルニアや腹壁瘢痕ヘルニア、食道 

裂孔ヘルニアなどさまざまな種類があり、症状や発症部位に 

よって治療方法が異なります。本センターでは、こうした幅広 

い腹部ヘルニア疾患に対して専門的な診療体制を整え、患者 

患者一人ひとりの症状や生活背景にあわせた最適な治療を 

提供しています。 

SDGs 3 すべての人に健康と福祉を 

   ～高度医療の提供による地域医療への貢献～ 

九州・沖縄県内初導入！手術支援ロボット da Vinci SP サージカルシステム 

ロボット支援手術システム 

「da Vinci SP」を導入し、既存の 

「da Vinci Xi」と合わせた 2 台 

体制でロボット手術を実施しています。 

単孔式手術が可能な最新機種の 

導入により、より小さな傷で精密な手術が 

可能となり、患者の回復の早期化や身体 

への負担軽減が期待されています。 



 

 

 

医療を支える教育と人材育成 

 質の高い医療を継続的に提供するためには、医療人材の育成と教育環境の充実が不可欠であると考え

ています。医師、看護師、コメディカルなど多職種が学び続けることができる教育体制を整え、地域医療を

支える人材育成に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs 4 質の高い教育をみんなに 

   ～次世代の医療人材を育成する教育体制～ 

第 2 回中部徳洲会病院 ICLS コース開催 

ICLS（心停止初期対応トレーニング）の救命教育 

を実施し、医師・看護師・医療技術職など多職種が 

協力して救命対応能力の向上を図っています。 

こうした教育を通じて、緊急時にも迅速で安全な 

医療が提供できる体制づくりを進めています。 

中部徳洲会病院 看護師 国家試験対策勉強会を開催 

看護学生に看護師国家試験対策勉強会を 

実施し、出題傾向を踏まえた講義や過去問題 

の開設を行い、基礎知識の理解を深めるとと 

もに、臨床現場で求められる実践的な知識の 

習得を支援しています。 

公開健康講座を通じた健康知識の普及 

地域住民の健康意識の向上を目的として、公開 

健康講座やオンライン健康講座活動を実施して 

います。これらの講座では、医師や看護師、医療 

技術職などの医療専門職が講師となり、生活習 

慣病の予防や健康管理、各種疾患の早期発見・ 

早期治療の重要性などについて、わかりやすく 

解説しています。 



 

 

 

働きがいのある職場環境づくり 

 医療の質を支える基盤として、職員一人ひとりが働きがいを感じながら安心して働ける職場環境づくりに

取り組んでいます。 

 医療現場では、医師、看護師、医療技術職、事務職など多職種が連携しながら患者の治療やケアを行っ

ており、職員同士の協力や信頼関係が質の高い医療の提供につながります。当院では職員同士の交流や

チームワークの向上を目的とした取り組みを積極的に行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs 8 働きがいも経済成長も 

   ～次世代の医療人材を育成する教育体制～ 

職員表彰 

医療講演活動や地域貢献、広報活動などに積極的に 

取組んだ職員を表彰しています。 

職員の主体的な活動を評価し、働きがいの向上と組織 

の活性化につなげています。また、職員同士が取り組み 

を共有することで新たな挑戦や活動の広がりを促して 

います。 

職員クラブ活動 

職員クラブ活動も活発に行われており、 

当院の 9 人制バレーボール部は全国 

大会で優勝するなど、スポーツ活動を 

通じた職員の健康増進と組織の活性化 

にもつながっています。 

                              全日本実業団選手権 優勝（全国制覇通算 38 回目） 



 

 

 

災害に強い地域医療体制の構築 

地域住民が安心して暮らせる社会の実現に向けて、災害時にも継続して医療を提供できる体制づくりに取

り組んでいます。大規模災害や感染症の発生など、地域医療に影響を与えるさまざまなリスクに備え、院内

では定期的に災害訓練や火災訓練を実施しています。訓練では職員が役割ごとに対応を確認し、迅速な

意思決定や患者の安全確保を行うための体制を強化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs 11 住み続けられるまちづくりを 

        ～地域医療を支える災害医療体制～ 

災害対策本部訓練 

災害発生時の医療提供体制を確保するため、 

「災害対策本部訓練」を実施しました。 

職員がそれぞれの役割を確認し、迅速な情報 

共有と意思決定が行える体制づくりを進めて 

います。 

火災訓練 

院内火災を想定した訓練を定期的に実施し、 

初期消火や避難誘導などの対応を確認して 

います。患者の安全確保と職員の防災意識 

の向上を図っています。 
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2025 年度は、LNG 使用量の削減（▲155t、8.8％）、電力使用の効率化（▲130t、2.6％）、水使用量

の適正化（▲1.0t、2.4％）を推進し、エネルギー分野において着実な改善を達成しました。 

また、廃棄物分野においても、感染性廃棄物（▲1.1t、1.3％）、非感染性廃棄物（▲0.4t）、可燃ごみ

（▲6.8t、3.0％）の削減を実現し、適正分別の徹底による環境負荷低減と安全性向上の両立を図ってい

ます。 

これらの取り組みの結果、CO2 排出量は全体で▲294t（4.1％）の削減を達成しました。今後も医療の質

を維持しながら、持続可能な医療環境の実現に向けて継続的な改善に取り組んでまいります。 


